
１ 研究について 

（１）研究主題 

（２）９年間を通した目指す子ども像 

 

（３）研究のねらい            （４）組織図 

     

ふるさと波野を愛し、未来を切り拓く子どもの育成 

〇つながりの創造 

による学力の向上 
 

〇つながりの充実 

による自治力の向上 
 

〇つながりの再生 

による地域力の再生 
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～「つながり」の創造・充実・再生を目指して～ 
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２ 平成２９年度 波野小・中学校連携教育の取組 

（１）つながりの創造による学力の向上 

小中９年間を見通した、系統性・体系性のあるカリキュラムを構築することにより、児童・生 

徒の学力向上を目指す。 

○ 学習指導の視点の共有化～主体的・対話的で深い学びの実現～ 

 

※共有化した視点をもとに合同授業研究会を実施（年４回実施） 

○ 平成２９年度小学校６年生への教科担任制の導入（乗り入れ指導の拡大） 

教科 国語 社会 算数 理科 英会話 音楽 家庭 体育 図工 学活 道徳 総学 
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 （中 T1：中学校教員が指導、中 T2：中学校教員が小学校教員と TT指導、小 T1：小学校５・６年担任が指導） 

○ ステップ・アップ・タイム（SUT）の実施 

      小学校３年生から中学校３年生までの児童・生徒が一堂に会し、縦割り班で学習を進める

合同学習会（毎週火曜日 １５：４５ ～ １６：３０ 実施） 

           ［平成２９年度の SUTの流れ］ 

   

［速音読の様子］        ［視写の様子］         ［対話の様子］ 

    

 

 

 

 

 

 

（２）つながりの充実による自治力の向上 ～小中合同行事の実施～ 

運動会や避難訓練など、小中合同で学校行事等を実施し、児童・生徒の主体的な態度と自治力

の育成を目指す。 

・児童会・生徒会合同による自治力の向上を目指した合同行事（歓迎遠足、運動会、人権集会） 

・児童・生徒の安全を守るための合同行事（避難訓練、交通安全教室） 

・児童・生徒が伝統文化を引き継ぐ活動（子ども神楽、黒鶫太鼓） 

 

［運動会の様子］            ［人権集会の様子］            ［神楽の様子］ 

   

 

（３）つながりの再生による地域力の回復 ～地域体験活動の実施及び食育の推進～ 

学校・保護者・地域が一体となり、体験活動や食育を行うことでふるさと「波野」を愛し、誇

りに思う児童・生徒の育成を目指す。 

・地域体験活動推進協議会（公民館分館長、区長代表等）主体による 

計画・主導・実施 

・年２回の地域体験活動の実施（７月、１月の２回実施）地域住民 

参加型の体験活動 

・地産地消による食育メニューの開発及び地域の食材を活用し生徒 

が考えた特産品を販売 

 

［協議会の様子］     ［どんどやの竹を組む作業］    ［道の駅での販売の様子］ 

 

                     

  

 

（４）研究の成果 

視点１：児童・生徒の学習意欲を高める単元計画、指導計画の作成 

視点２：単元、または１単位時間における効果的な言語活動の位置づけ 

視点３：学習の振り返り、まとめの工夫 

あいさつ 

速音読・視写 

熊本県学力調査課題克服プリント 

ドリル学習 

振り返り・あいさつ 

【目的】 

・異年齢集団を形成し、お互いにわからないところを聞いたり教え合ったりすることで、コミュニケーション能力を磨

き、児童・生徒間のつながりを深める。 

・小学生にとっては、中学生と同じ空間で同じ時間を共有し学習するという緊張感を持つことで、学習に対する集中力

を高めることができる。 

・中学生にとっては、異年齢集団をまとめる機会を得るだけではなく、小学校の学習内容を復習する機会になる。 

・教職員にとっては、児童・生徒の状況を知る機会や学習規律に関し共通認識を深める場になる。 

○中学校教員による小学校への乗り入れ指導（教科担任制の導入）という新たなつながりの創造は、児童の授業に

対する満足度（分かりやすさ・楽しさ）を高めるだけではなく、保護者からみた児童の学習に対する姿もよりよ

いものになるという変容が見られた。 

○小中合同で計画した学校行事を企画・実施することにより、児童・生徒同士がつながりを実感することができ

た。互いの活動のさらなる充実へとつなげることができた。 

〇地域住民の企画・運営による体験活動を実施することで、地域とのつながりを再生する一助とすることができ

た。特に、地域の高齢者と児童・生徒との新たな関係を生み出すことができた。 

〇地産地消メニューや特産品開発を行ったことで、地域に開かれた教育課程による教科等横断的な学習が充実し

た。さらに、地域や各種団体と連携することで、生徒にとってはキャリア教育の充実、地域にとっては地域活性

化につながった。 


